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整備が進むゆたかっ子まえさわ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　㈱ケアサービスゆたか（奥州市、

佐々木裕代表取締役社長）は、奥

州市前沢字竹沢に住宅型有料老人

ホームゆたかっ子まえさわの建設

を計画している。地域で、待機者

の多い状況などから整備を計画し

たもの。施設の設計・施工を丸協

建設が担当し、このほど着工した。

現段階で、来年１月の供用を目指

している。

　同社は、奥州市内の胆沢地区で

サービス付き高齢者向け住宅ゆた

かな家っこいさわ、住宅型有料老

人ホームゆたかっ子、水沢地区に

小規模多機能ホームゆたか、住宅

型有料老人ホームゆたかっ子水沢

を運営する。今回、住宅型有料老

人ホームとして３施設目を整備す

る。

　同社では、特別養護老人ホーム

の整備、運営のため社会福祉法人

優愛福祉会を立ち上げ。現在、特

別養護老人ホーム優愛の家、短期

入所ショートステイ優愛を優愛福

祉会で運営している。ゆたかっ子

まえさわは、優愛の家、優愛の隣

接地に整備す

る。

　市内に待機者

が多い状況など

を受けて、施設

の整備を計画。

今回の施設につ

いては、比較的

軽度の介護者の

入居を想定した

施設として整備

する。

　整備する施設

は、木造平屋建

てで483.43平方㍍の床面積となっ

ている。定員16～18人を予定して

おり、居室は全て個室となる。各

部屋には無線型ケアコール、特殊

寝台、ウォシュレットトイレ、エ

アコン、寝具、洗面化粧台などを

備える。

　施設の整備には、このほど着工。

来年１月の竣工を見込んでおり、

同月からの供用開始を目標として

いる。供用時期をにらみながら、

入居者の募集も行っていくことと

している。

　県沿岸広域振興局大船渡地域振

興センターは６日付で、簡易総合

評価落札方式（簡易２型）で実施

する一般国道107号日頃市～世田

米地区道路整備方針検討業務委託

を公告した。入札参加申請書の提

出期限は14日正午。入札は26日午

前９時から午後５時までで、開札

は翌27日午前10時に予定されてい

る。

　今回の業務では、同地区におけ

る道路整備方針を検討するために

必要な資料を作成するものとな

る。業務内容を見ると、道路予備

設計（Ａ）（延長2.4㌔）。業務場

所は大船渡市日頃市町地内ほか

で、委託期間は130日間となって

いる。

　入札参加資格としては、▽2020

・21年度建設関連業務競争入札参

加資格者名簿の土木関係建設コン

サルタント業務に登録され、道路

を申請業務としている者で、沿岸

広域振興局（大船渡地区）の区域

に本店または営業所（岩手県内に

本店を有する者の営業所に限る）

を有すること▽2010年４月１日以

降に、元請けとして道路概略設計

または道路予備設計を受注した実

績を有すること―などを設定して

いる。

　同業務は、簡易総合評価落札方

式（簡易２型）の対象案件となっ

ている。簡易総合評価点の算定基

準を見ると、技術提案評価項目は

「企業および予定管理技術者の技

術能力および実績」で、技術提案

評価項目における同種業務の設定

は「道路概略設計業務または道路

予備設計業務」、地域精通度等にお

ける業務委託個所の広域振興局管

内は「沿岸広域振興局管内」とな

っている。

　県北上川上流流域下水道事務所

は６日付で、条件付一般競争入札

で実施する磐井川流域下水道一関

浄化センター返送汚泥ポンプ設備

更新実施（詳細）設計業務委託を

公告した。入札参加申請書の提出

期限は14日正午。入札は21日午前

９時から午後５時までで、開札は

22日午前10時30分を予定してい

る。（関連７面）

　同業務では、一関市中里字南谷

起地内に位置する一関浄化センタ

ーを対象に、返送汚泥ポンプ設備

更新に伴う設計図書を作成する。

設計作業項目は、機械詳細設計（設

計計画、機能計算、設計図の作成、

数量計算、照査）。履行期間は2021

年３月20日までを予定している。

　処理場の概要を見ると、処理方

式は水処理が標準活性汚泥法で、

汚泥処理が焼却。処理能力は１万

7910立方㍍／日（全体計画日最大

汚水量）となっている。供用開始

は1990年４月。

　入札参加資格としては、▽土木

関係建設コンサルタント業務に登

録され、資格申請において下水道

業務を申請業務としている者で、

岩手県内に本店または営業所を有

すること▽2010年４月１日以降

に、元請けとして下水処理施設の

機械及び電気設備に係る実施（詳

細）設計業務の受注実績を有する

こと―などを設定している。

県大船渡地域振興センター　　　

　県沿岸広域振興局大船渡地域振

興センターは６日付で、簡易総合

評価落札方式で実施する国・107

号日頃市～世田米地区道路整備方

針検討業務委託など２件を公告し

た。入札参加希望者は入札参加申

請書を電子入札システムにより14

日正午までに提出すること。入札

は26日を予定している。

▽鷹生ダム綾里川ダム管理（堆砂

測量）業務委託（簡易２型）

施行地　大船渡市日頃市町地内ほ

か

期　限　100日間

業務内容　鷹生ダム貯水池深浅測

量７測線、鷹生ダム河川定期横

断測量13本、綾里川ダム貯水池

深浅測量４測線、綾里川ダム河

川定期横断測量５本

入札参加資格　測量業務に登録さ

れ、地上測量を申請業務として

いる者で、沿岸広域振興局（大

船渡地区）の区域に本店または

営業所（岩手県内に本店を有す

る者の営業所に限る）を有する

こと。2010年４月１日以降に、

元請けとして深浅測量業務を受

注した実績を有すること

▽国・107号日頃市～世田米地区

道路整備方針検討業務委託（簡

易２型）

施行地　大船渡市日頃市町地内ほ

か

期　限　130日間

業務内容　道路予備設計（Ａ）2.

4㎞

入札参加資格　土木関係建設コン

サルタント業務に登録され、道

路を申請業務としている者で、

沿岸広域振興局（大船渡地区）

の区域に本店または営業所（岩

手県内に本店を有する者の営業

所に限る）を有すること。2010

年４月１日以降に、元請けとし

て道路概略設計または道路予備

設計を受注した実績を有するこ

と

▼以上２件

参加申請書の受付　2020年10月14

（７面へつづく）
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１　今そこにある危機

　地方の時代などと言われたことがあったが、それ

は大昔のことだったろうか？地方分権一括法が施行

されたのは2000年４月なのでちょうど20年前であ

る。どうだろう、岩手は立派に成長しただろうか？

国との関係性を悪く言うつもりは全くない、構造改

革特区や様々な交付金制度等を活用して成功した事

例もあるし、東日本大震災という未曽有の大災害を

皆で乗り越えつつある今現在である。しかし、地方

の人口は自然減のみならず社会減により過疎化が進

む一方、東京一極集中は止まる気配すらない。岩手

県においては2019年に122.9万人だった総人口は204

0年には93万人と25％も減少すると見込まれてい

る。これは１年間に１万4000人、花巻市石鳥谷町の

人口がちょうどそれくらいだが、毎年石鳥谷町一つ

分消滅するということであり、消費の冷え込み・生

産性低下・産業衰退・さらなる人口減が危惧される。

それに加えて今の新コロナであるから、大変な危機

に瀕していると言ってもいいだろう。

２　今だから出来るドラスティックな変革

　悲観している暇は私達にはないので知恵を絞るわ

けだが、東日本大震災からの復興を思い返すと、復

興道路と言われる三陸自動車道や釜石自動車道、釜

石港のクレーン整備や高台移転等、震災前にはとて

も成し得なかった大きなプロジェクトが動いた。そ

れらはもちろん、数千人の尊い犠牲の上に築かれた

ものであり決してそのことを忘れてはならないが、

価値観の変わるような大きな出来事（災害）があっ

たからこそ、ドラスティックな施策が動いたのでは

ないだろうか。現在もまさにそのような時。新型コ

ロナウイルスによる日本の死亡者数は他の死亡原因

と比較して決して多い訳ではないもののワクチンが

なく治療法が未確立であり、私達の生活や勤務環境

にかつてない過大なストレスを与えている。マスク

着用一つとっても、今までの当り前がそうではなく

なった。このような今こそドラスティックな施策が

求められる時だと思う。菅首相は新政権発足後、悪

しき前例主義を改め規制改革を全力で進めると仰せ

られた。国に言われるまでもなく動く態勢をとった

ら良いと思うのである。

３　岩手の強み

　さて、これから岩手県が人口減少に立ち向かい持

続可能な社会を築くために、ドラスティックに動く

べき視点について考えたいと思う。岩手の強みは、

何と言っても広大な県土と本州最東端という位置、

また、その恩恵による多様な産業と文化だと思って

いる（そして、大体ソーシャルディスタンス）。これ

らを活かすことでしか私達は飯を食えない。しかし

残念ながら私に許されている紙面は残り少ないの

で、キーワードだけ記したいと思う。○再生可能エ

ネルギー（水力・風力・太陽光・木質バイオマス等）

導入促進○公の施設等を核にした木質バイオマス

（電力・熱源）利用（河川内支障木や道路敷内支障

木活用の仕組み等）○再生可能エネルギーを貯蔵・

運搬するための燃料電池活用○電気自動車並びにプ

ラグインハイブリッド車の積極的活用○ＡＩ、Ｉｏ

Ｔ、ドローン、５Ｇの活用（社会インフラ維持管理

への導入等）○本県の位置を活かした新航路開拓（も

しかしたら北極海航路？）○農業水産業の６次産業

化（販路開拓・拡大）○リモート業務環境構築によ

る職場改善（ソーシャルディスタンスと快適性両立、

空き家活用等）○高齢者の登用（シルバー人材セン

ター活用等）…

　風はAgainstですが視界は良好です。


